
対象案件  平成２６年度当初予算の作成について 

意見募集期間 平成 25 年 12 月 15 日（日）から平成 26 年 1 月 6 日（月）まで  

担当部署(問合せ先） 企画財政部財政課 電話 011-372-3311 内 626  

意見提出件数 

意見提出者数  2 人  

意見提出件数  2 件  

 

提出のあった意見の概要  
市の考え方 

（案を修正したときは修正内容）  

新庁舎建設の際には、安田侃氏の作品を 

展示してほしい。 

 （２件とも同じ趣旨の意見。詳細は別紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新庁舎にモニュメントを設置することにつ

きましては、今後基本設計を進めていく中

で判断してまいりたいと考えております。 

 

今後の予定： 

２／２１～  議会審議 

３／２０～  議決予定 

４／ １～  予算執行 

 



整理
番号

事業名 担当部 担当課

1 シティセールス推進事業 企画財政部 政策調整課

2 ファーストマイホーム支援事業 企画財政部 政策調整課

3 おためし移住事業 企画財政部 政策調整課

4 新庁舎建設事業 総務部 庁舎建設推進課

5 北広島霊園合葬墓整備事業 市民環境部 環境課

6
障がい福祉サービス等事業
（通所支援利用者負担の無料化）

保健福祉部 福祉課

7 子ども医療費助成事業（通院助成対象の拡大） 保健福祉部 国保医療課

8 道路ストック総点検事業 建設部 土木事務所

9 照明灯維持補修事業（拡大分） 建設部 土木事務所

10 新規就農経営安定支援事業 経済部 農政課

11 雇用対策事業（若年層新規雇用助成金交付事業） 経済部 商業労働課

12 屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業 教育部 教育総務課

13 要保護・準要保護児童生徒援助事業（拡大分） 教育部 学校教育課

14 学校給食費公会計化事業 教育部 学校給食センター

※色が付いているのはご意見のあった事業

平成２６年度当初予算の作成に係るパブリックコメント対象事業一覧



パブリックコメント様式

整理番号 1

第6章

第4節

第1施策

所管部局 企画財政部　政策調整課

事業

目的

事業

概要

効果

5,997

予算案の公表・意見等への回答
【予算案】
　プロモーション内容を精査して予算を計上しました。
　予算額　　5,561千円

予
算
要
求
概
要

　人口減少傾向にあるなか、持続可能な都市経営に向けて、定住人口の増加に向けた
シティセールスを総合的かつ計画的に推進する。

○定住人口増加施策の推進（予算：0千円）
　市の地域ブランド・魅力の向上を図るシティセールス・アクションプロジェクトを進行管理
し、庁内外の関係機関との連携、協力のもと人口増加に向けた施策を推進する。

○定住を促進するためのプロモーション活動の実施（予算：5,997千円）
　定住の地としての市の魅力や定住促進関連事業を紹介するプロモーションを制作し、
多様なメディアを活用して、情報を発信する。
　（ブランド発信ホームページ改修、ＰＲパンフレット・ポスター作成、プロモーション映像
制作、定住促進各種イベント等への参加など）

○北広島市の地域ブランドや魅力の向上
○定住・交流人口の増加

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

5,997
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

事業名 シティセールス推進事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

計画の実現へ向けて

行財政運営・行革の推進

効率的な行財政運営



パブリックコメント様式

整理番号 2

第6章

第4節

第1施策

所管部局 企画財政部　政策調整課

事業

目的

事業

概要

効果

15,150

予算案の公表・意見等への回答
【予算案】
　事務費を精査して予算を計上しました。
　予算額　　15,090千円

予
算
要
求
概
要

　定住人口の増加に向けた対策の一環として、本市に住宅を購入し定住する方を対象と
してファーストマイホーム支援（助成金交付）を実施する。

○ファーストマイホーム支援の実施（予算：15,150千円）
　子育て期などの生活負担が多い世代で、市内に初めて住宅を購入して定住する方
に、ファーストマイホームを取得するための助成金を交付する。
　（助成金500千円*30世帯を予定）

○定住人口の増加

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

15,150
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

事業名 ファーストマイホーム支援事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

計画の実現へ向けて

行財政運営・行革の推進

効率的な行財政運営



パブリックコメント様式

整理番号 3

第6章

第4節

第1施策

所管部局 企画財政部　政策調整課

事業

目的

事業

概要

効果

608

1,051

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　必要物品などを精査して予算を計上しました。
　予算額　　1,566千円
　財源内訳予算額　その他特定財源　　608千円
　　　　　　　　　　　　　（土地建物貸付収入）
　財源内訳予算額　一般財源般財源　　958千円

予
算
要
求
概
要

　定住人口の増加に向けて、定住化に向けたおためし移住制度を実施し、本市が持つ
住み良い環境への理解などを深めてもらうとともに、移住参加者の体験をモニターとして
事業への反映、情報発信など活用する。

○移住体験事業の実施（予算：1,659千円）
　既存の住宅を活用した「おためし住宅」での移住体験により、本市での定住に向けた理
解を深めてもらう。（家電等の備品購入費、光熱水費など）

○移住体験モニター情報の発信（予算：0千円）
　本市でのおためし移住での生活体験等をモニターとして情報発信し、体験したことがな
い方々にも定住に向けた理解を広げる。

○定住人口の増加

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

1,659
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

事業名 おためし移住事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

計画の実現へ向けて

行財政運営・行革の推進

効率的な行財政運営



パブリックコメント様式

整理番号 4

第6章

第4節

第6施策

所管部局 総務部　庁舎建設推進課

事業
目的

事業

概要

効果

20,517

45,900

1,225

18,327

事業名 新庁舎建設事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

計画の実現に向けて

行財政運営・行革の推進

新庁舎の整備

予算案の公表・意見等への回答

【意見への回答】
新庁舎にモニュメントを設置することにつきましては、今後基本設計を進め
ていく中で判断してまいりたいと考えております。

【予算案】
　事務費を精査して予算を計上しました。
　予算額　　85,880千円
　財源内訳予算額　国庫補助金　　20,517千円
　財源内訳予算額　起債補助金　　45,900千円
　財源内訳予算額　その他　　　　　19,225千円
　財源内訳予算額　（市役所庁舎建設基金繰入金 外）
　財源内訳予算額　一般財源　　　　 　238千円

予
算
要
求
概
要

本庁舎の耐震性能の不足や老朽化、狭隘化、窓口等の分散化などによる市民の利便
性やサービスの低下を解消するため。

○新庁舎の建設（予算：85,969千円）
　市民に親しまれ、安全で利用しやすい庁舎の建設に向けた実施設計（H26.8月～H27.3
月）を行う。

　・新庁舎建設実施設計委託
　・建築確認申請　など

○災害復興拠点としての機能強化
○行政機能の集約化やユニバーサルデザインの導入による利便性の向上
○事務処理の効率化などによる行政サービスの向上

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

85,969
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表

新庁舎を建設するにあたり、安田侃氏の作品を設置することを希望します。
（理由）
安田侃氏が北広島市にゆかりのある、世界的にも著名な作家であること。
緑葉公園・中央公民館と市民にも親しみを持たれている作品が市内にある
こと。
未来に向けた新庁舎には、安田侃氏の作品がシンボルモニュメントとして
ふさわしいものになるであろうということ。
市民の芸術に対する興味も大きく、子供たちの情操教育の一つとしても身
近に本物の芸術作品が存在することは、重要なことであると思います。
北広島にとって、平和の灯とともに将来の住民にとり重要なモニュメントと
なって欲しいと思います。（１件目のご意見）

新庁舎に安田侃さんの作品設置を
市民に親しまれ愛される新庁舎であってほしいと願っています。
安田侃さんは世界で活躍している方ですが、北広島にも縁があり、緑葉公
園の「新生」は、たまご公園と呼ばれ市民の憩いの場所です。個人的にもよ
く行きます。
市民にとっても誇れるものになると思います。（２件目のご意見）



パブリックコメント様式

整理番号 5

第3章

第1節

第5施策

所管部局 市民環境部　環境課

事業

目的

事業

概要

効果

2,200

68

0

事業名 北広島霊園合葬墓整備事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

美しい環境につつまれた安全なまち

環境の保全

環境衛生の充実

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　要求内容を精査して予算を計上しました。
　予算額　　2,300千円
　財源内訳予算額　起債　　2,300千円
　財源内訳予算額　一般財源　　0千円

予
算
要
求
概
要

　少子高齢化や核家族化などに伴う墓の承継者不在により、無縁墓化することなどの社
会的背景や、経済的にお墓を建てることが難しいなどの理由から、要望が高まりつつあ
る合葬墓（合葬式の墓地）への需要に対応するため。

○北広島霊園内における、市民が共同利用できる合葬墓の整備（予算：2,268千円）
　　実施設計委託
　　（平成２７年度：合葬墓整備工事 ～ 供用開始）

○今後の墓地需要への対応

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

2,268
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 6

第1章

第4節

第1施策

所管部局 保健福祉部　福祉課

事業

目的

事業

概要

効果

2,709

事業名
障がい福祉サービス等事業

（通所支援利用者負担の無料化）

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

支えあい健やかに暮らせるまち

障がい福祉の充実

地域生活支援の充実

予算案の公表・意見等への回答
【予算案】
　対象者数の伸び率を精査して予算を計上しました。
　予算額　　2,447千円

予
算
要
求
概
要

　障がい児（者）が、地域における自立した生活を充実して送ることができるよう、障がい
児の早期発見・早期療育を支援するとともに、重症心身障がい児（者）へのサービスメ
ニューの充実などを検討する。

○障がい児通所支援に係る利用者負担の軽減（予算：2,709千円）
　障がい児の通所利用の促進により早期療育につなげるため、平成26年度（平成26年4
月利用分）から、児童福祉法に基づく障がい通所支援の利用者負担を無料化する。

○重症心身障がい児（者）への福祉サービスメニューの充実（予算：0千円）
　重症心身障がい児（者）に対するサービスメニューの充実に向けた検討を行う。

○障がい児通所支援サービスの利用促進、及び障がい児の早期発見・早期療育
○重症心身障がい児（者）に対するサービスの充実

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

2,709
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 7

第1章

第6節

第2施策

所管部局 保健福祉部　国保医療課

事業

目的

事業

概要

効果

6,764

事業名 子ども医療費助成事業（通院助成対象の拡大）

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

支えあい健やかに暮らせるまち

社会保障制度の充実

医療援護の推進

予算案の公表・意見等への回答
【予算案】
　事務費を精査して予算を計上しました。
　予算額　　6,756千円

予
算
要
求
概
要

　疾病の早期受診・早期治療の促進、保健の向上及び福祉の増進、経済的負担の軽減
といった子育て支援の充実を図るため、医療費の一部を助成する。

○医療費助成の拡大（予算：6,764千円）
　通院医療費の助成対象を「小学校就学前」から「小学生まで」に拡大して医療費助成
の充実を図り、子育て世帯の負担軽減による子育て支援の環境整備をする。

　平成26年度：条例等の改正、医療給付電算システムの改修、申請及び証交付事務
　平成27年度以降：医療費の助成

○子どもの疾病の早期受診、早期治療の促進
○子育て世帯の負担軽減による子育て支援の環境整備
○市の魅力の一つとしての定住人口増加への寄与

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

6,764
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 8

第5章

第3節

第1施策

所管部局 建設部　土木事務所

事業

目的

事業

概要

効果

7,166

5,864

事業名 道路ストック総点検事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

快適な生活環境のまち

道路の整備

市内幹線道路・生活道路等の整備

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　平成２５年度の国補正予算事業として前倒し実施することとし、平
成２６年度当初予算への計上を取りやめました。

　　　平成２５年度　予算額　　13,030千円
　　　　　　　　　　　　財源内訳予算額　国庫補助金　　7,166千円
　　　　　　　　　　　　財源内訳予算額　一般財源　　　 5,864千円

予
算
要
求
概
要

　平成24年12月2日中央自動車道（上り）笹子トンネル内において、天井板が落下した事
故を踏まえ、第三者への被害防止の観点から老朽化により危険が生じている、トンネ
ル、橋梁等をはじめ河川、道路等の社会インフラの総点検を速やかに実施し、危険性の
有無を判断する。

○橋梁、舗装、道路付属物の点検（予算：13,030千円）
　平成26～27の2ヶ年で、交通量及び市民生活への影響から選定した路線について、橋
梁、舗装、道路付属物（照明灯、大型標識）の点検を実施する。
　　・北広島市路面性状調査委託　Ｌ＝49.8ｋｍ（38路線）
　　・北広島市道路標識調査委託　Ｎ＝25箇所
　　・北広島市照明灯調査委託　　Ｎ＝797灯
　　　（平成２７年度：橋梁及び一部照明灯調査）

○橋梁、舗装、道路付属物の危険性有無の判断

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

13,030
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 9

第5章

第3節

第1施策

所管部局 建設部　土木事務所

事業

目的

事業

概要

効果

19,500

6,500

事業名 照明灯維持補修事業（拡大分）

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

快適な生活環境のまち

道路の整備

市内幹線道路・生活道路等の整備

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　要求どおり実施するものとし、起債については「環境低負荷型道路
照明事業債（充当率90％）」を活用し、予算を計上しました。
　予算額　　26,000千円
　財源内訳予算額　起債起債　　23,400千円
　財源内訳予算額　一般財源　  　2,600千円

予
算
要
求
概
要

　耐用年数を超え経年劣化が著しい照明灯について更新・修繕等適切な維持管理を行
い、安心、安全な道路交通環境を確保する。
　また北進通外の照明灯については、環境負荷低減を目的に、併せてＬＥＤ化を図る。

○照明灯修繕ＬＥＤ化（予算：26,000千円）
　　15灯（北進通外照明灯）のＬＥＤ化

　　　照明灯維持補修事業（例年4,000千円、自立型照明灯灯具・ポール取替）で
　　実施している内容に上乗せし、修繕対応の強化を図る。

○安全な道路環境の確保

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

26,000
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 10

第4章

第1節

第1施策

所管部局 経済部　農政課

事業

目的

事業

概要

効果

750

0

事業名 新規就農経営安定支援事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

活気ある産業のまち

農業の振興

担い手の育成

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　要求どおり予算を計上しました。
　予算額　　750千円
　財源内訳予算額　基金繰入金　　750千円
　　　　　　　　　　　　　（農業後継者等育成基金繰入金 外）
　財源内訳予算額　一般財源　　　　　0千円

予
算
要
求
概
要

　本市の農業において課題となっている農業経営者の高齢化と農業後継者不足による
耕作放棄地の拡大を防ぐため、新たな農地の引き受け手となる新規就農者（農業後継
者）の確保を行うとともに、農業従事者としての定着促進を図る。

○新規就農経営安定支援金の交付（予算：750千円）
　就農初期の経営安定化を支援するため、新規就農者の農地賃借料を助成する。
　認定就農者の届け出をした年度から起算して3年間を支援期間とし、１人につき年間
250千円を限度に農地賃借料の1/2の額を農業後継者等育成基金を活用して補助を行
う。

○新規就農者の確保及び農業従事者としての定着促進

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

750
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 11

第4章

第6節

第1施策

所管部局 経済部　商業労働課

事業

目的

事業

概要

効果

6,004

事業名 雇用対策事業（若年層新規雇用助成金交付事業）

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

活気ある産業のまち

労働環境の整備

就業機会の拡大と安定化

予算案の公表・意見等への回答
【予算案】
　対象労働者数の見込みを15名とし、予算を計上しました。
　予算額　　4,503千円

予
算
要
求
概
要

　若年層求職者への雇用環境の安定化、市内中小企業の活性化を図るとともに、市内
への定住を促進する。

○市内中小企業者に対して助成金を交付（予算：6,004千円）
　新規に市民を雇用した市内中小企業に対して助成する。

　助成金：若年層求職者1名の雇用つき300千円の支給
　　　　　　助成金：300千円×20名＝6,000千円。

○若年層求職者の雇用環境の安定化、市内中小企業の活性化及び定住促進

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

6,004
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 12

第2章

第2節

第2施策

所管部局 教育部　教育総務課

事業

目的

事業

概要

効果

9,900

3,500

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　要求どおり予算を計上しました。
　予算額　　13,400千円
　財源内訳予算額　起債　　　　　9,900千円
　財源内訳予算額　一般財源　　3,500千円

予
算
要
求
概
要

　教育環境の改善を図るため、老朽化が著しい屋内体育館の大規模改造工事実施する
とともに、屋内体育館の天井材や照明器具等の落下防止対策を図ることにより、災害時
に避難施設として利用可能な環境を整備する。

○小中学校における非構造部材の耐震化工事（予算：13,400千円）
　大規模改造工事を実施していない築20年以上経過している屋内体育館の４校（大曲
中、西の里中、東部中、大曲東小）について、大規模改造工事と併せて非構造部材の耐
震化工事（吊り天井、照明器具、バスケットゴール等）を実施する。

　・大曲中学校屋内体育館（昭和62年度に改築　築26年・・・吊り天井有）
　・西の里中学校屋内体育館（昭和63年度に改築　築25年）
　・東部中学校屋内体育館（平成元年度に新築　築24年・・・吊り天井有）
　・大曲東小学校屋内体育館（平成3年度に新築　築22年・・・吊り天井有）

　平成26年度：実施設計委託　　　平成27年度：耐震化工事（大規模改造工事に合わせ）

○良好な教育環境の維持
○地震などの災害時における応急避難場所としての安全な利用環境の整備

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

13,400
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。

事業名 屋体大規模改造・非構造部材耐震化事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

人と文化を育むまち

信頼され、魅力ある学校づくりの推進

教育環境の整備



パブリックコメント様式

整理番号 13

第2章

第2節

第2施策

所管部局 教育部　学校教育課

事業

目的

事業

概要

効果

13,630

事業名 要保護・準要保護児童生徒援助事業（拡大分）

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

人と文化を育むまち

信頼され、魅力ある学校づくりの推進

教育環境の整備

予算案の公表・意見等への回答
【予算案】
　要求内容を精査して予算を計上しました。
　予算額　　13,618千円

予
算
要
求
概
要

　学校教育活動の一貫として必要な援助費目である「クラブ活動費」「生徒会費」「ＰＴＡ
会費」を新たに支給項目として３費目を追加する。

○就学援助の対象費目追加（予算：13,630千円）
　生活が困窮している家庭の保護者に対し「クラブ活動費」「生徒会費」「PTA会費」を就
学援助の対象とすることによる費用負担の軽減。
　小学校においては「PTA会費」のみ追加。

○就学困難な児童及び生徒の保護者負担の軽減

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

13,630
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。



パブリックコメント様式

整理番号 14

第2章

第1節

第4施策

所管部局 教育部　学校給食センター

事業

目的

事業

概要

効果

1,601

事業名 学校給食費公会計化事業

〔平成２６年度当初予算要求〕

総合計画における区分

人と文化を育むまち

「生きる力」を育む学校教育の推進

健やかな体を育てる教育の充実

予算案の公表・意見等への回答

【予算案】
　事業内容を再度整理してから実施するものとし、平成２６年度当初
予算計上を見送りました。
　予算額　　0千円

予
算
要
求
概
要

　学校給食費の予算及び決算処理に関する透明性の向上を図り、保護者負担の公平性
を確保するとともに教職員の給食費収納に関する事務負担の軽減を図るため、現在、私
会計で運営している学校給食費を平成27年4月から公の市会計に移行する。

○収納管理ｼｽﾃﾑの構築、稼動準備、給食管理ｼｽﾃﾑ変更委託（予算：1,601千円）
・新規に学校給食費収納管理ｼｽﾃﾑを構築し給食ｾﾝﾀｰでの収納管理体制を整備する。
・現行給食管理ｼｽﾃﾑを毎日の食数管理・集計ができるｼｽﾃﾑに変更する。
　
　（平成27年度以降：　収納管理ｼｽﾃﾑ借上、納入通知書送付業務委託、収納管理及び
　　徴収担当非常勤職員の配置）

○学校給食費の予算及び決算処理に関する透明性の向上
○保護者負担の公平性の確保
○教職員の給食費収納に関する事務負担の軽減

平成
２６年度
予算
要求額
【千円】

1,601
財源内訳
【千円】

国・道補助金

起債

その他特定財源

一般財源

意見等の公表 提出意見はありませんでした。


